
三宮再整備経済効果の検討について 

 
 
１．はじめに 

 三宮再整備の実現に向けて、三宮クロススクエアや公共施設の再配置など行政主体

の事業だけでなく、新たなバスターミナルの整備や神戸阪急ビル東館・ＪＲ新駅ビ

ルの建替など、民間事業者と連携しながら進めているところである。 
 平成 30 年度末までに神戸三宮「えき≈まち空間」基本計画や行政施設関連の基本計

画が策定されたことから、令和元年度は、民間事業も含めた三宮再整備の事業全体

の経済効果について検討している。 
 
２．検討体制 

 

３．これまでの経過 

 日時 検討の内容 

第 1 回 Ｒ１年 ９月 ３日 経済効果検討の枠組みについて 

第 2 回 Ｒ１年１１月１９日 経済効果の算出方法について 

第 3 回 Ｒ２年 １月２９日 経済効果の算出方法について 

 

４．今後のスケジュール 

 〇 Ｒ２年３月３０日  第４回検討委員会（予定） 

 〇 Ｒ２年５月末頃  結果公表（予定） 
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